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特別調査 平成25年の経営見通し

図表1-1　日本の景気見通し（回答率）
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図表1-2  業種別 平成25年の日本の景気見通し（回答率）（単位：％）

注）指数の算出方法：
　                       （非常に良い×3）+（良い×2）+（やや良い×1）－（やや悪い×1）－（悪い×2）－（非常に悪い×3）

図表2-1　個別企業の業況見通し（回答率）
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～特に厳しい小売業の景気見通し～

～先行きに対する不安感が強く感じられる～

2 個別企業の業況見通し

■

■

■

■

図表1-2は、平成25年の日本の景気見通しについて業種別に
比較したものである。
「悪い」との回答は減少したものの、いずれの業種においても「や
や悪い」との回答が最も多く、景気の見通しは慎重である。
独自に算出した指数をもとに各業種を比較すると、小売業（▲
114.8）の景気見通しが特に厳しいことになる。

平成25年における個別企業の業況見通しについて調査を行っ
た結果、「やや悪い」（39.3％）」が最も多く、「普通（39.1％）」
「悪い（10.3%）」「やや良い（8.3%）」の順となった。

　へきしん取引先景況調査の一環として、今回は「平成25年の経営見通し」に関する特別調査を実施しました。
昨年、一昨年の同時期に実施した「平成24年の経営見通し」「平成23年の経営見通し」と比較のうえ、調査結果
を検証しました。

1  日本の景気見通し

～海外景気の先行き、海外需要の
　低迷を不安視する傾向が強い～

■

■

平成25年の日本の景気をどのように見通しているかについて
調査したところ、「やや悪い（54.9％）」が最も多く、次いで「悪い
（24.1％）」「普通（14.0%）」との回答が続いた。
平成23年、24年と比較すると、「やや悪い」との回答が増加し、
その他の回答は全体的に減少した。海外景気の先行き、海外需
要の低迷を懸念する傾向があり、景気の見通しに対して慎重さ
がうかがえる。過去2年と比較して不安視が強い結果となった。
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図表2-2　業種別 平成25年の個別企業の業況見通し（回答率）
（単位：％）

注）指数の算出方法：
　   （非常に良い×3）+（良い×2）+（やや良い×1）－（やや悪い×1）－（悪い×2）－（非常に悪い×3）

図表3-1　売上額の伸び率（回答率）
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図表3-2　業種別 平成25年の売上額の伸び率（回答率）（単位：％）

注）指数の算出方法：
   　　　　　　 （30％以上増加×4）+（20～29％増加×3）+（10～19％増加×2）＋（10％未満増加×1）－          
    　　　　　　（10％未満減少×1）－（10～19％減少×2）－（20～29％減少×3）－（30％以上減少×4）

～製造業、卸売業、小売業で
  「やや悪い」との回答が最多～

3 

～昨年に比べ大幅に悪化～

～サービス業は売り上げの回復期待が大～
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平成23年、24年と比較すると、平成25年は「良い」「やや良い」
「悪い」「非常に悪い」の回答が減少した。一方で「普通」「やや悪
い」の回答が増加した。先行きに対する不安感が強いことがう
かがえる。
前述した日本の景気見通しと個別企業の業況見通しを比較す
ると、日本の景気見通しの方が｢やや悪い」「悪い」「非常に悪い」
との回答が多い。経営者は、自社の業況に比べて日本の景気見
通しをより厳しめにみていることがうかがえる。

独自に算出した指数をもとに比較すると、最も良いのはサービス
業（24.1）であった。逆に最も悪いのは製造業（▲37.0）であった。
サービス業では、「30％以上増加（2.4％）」「20～29％増加
（2.4％）」「10～19％増加（7.3％）」「10％未満増加（26.8％）」
と増加する見通しの回答が全体の約4割を占めており、売上の
回復が期待される。

平成25年における売上額の伸び率について調査を行った結果、
「変わらない（36.8％）」「10％未満減少（22.8％）」「10％未満増
加（18.8％）」と続いた。
平成24年に比べ「増加」との回答が減少した一方、「変わらない」
「減少」が増え、昨年に比べ悪化していることが分かる。

業種別にみると、製造業、卸売業、小売業で「やや悪い」との回
答が最も多く、サービス業、建設・不動産業では「普通」との回
答が最も多かった。
独自に算出した指数をもとに比較すると、業況見通しが最も悪
いのは小売業（▲82.5）ということになる。
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